
次の問い問、の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。１

問　   と  の共有点の個数をとする。
  


と

　すると、のとき  、のとき  、のとき 

　である。

　

問　をの定数とする。、とき、







が最小値





　をとるとすると、



である。また、そのときの、、に対して

　 



とすると、

　　　　　    
  

  

　である。

解説

問　のとき（図）からを小さくしていくと、以下の図→図のように動く。
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　 より、適する

　よって、図～より、



として

　　　　　
 のとき、 
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問　、より、相加平均と相乗平均の大小関係より

　　　　　







 ･








 

　等号は、
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次の問い問～の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。２
として、関数  を

　　　　　　　   

 

   

とする

問　  の導関数は

　　　　　　　          
       

　である。

問　   を満たす実数は

　　　　　　　
  




　である。

問　のとき、  の最小値は

　　　　　　　
    



　である。　

解説

問　   

 

   をで微分して
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　での  の増減表は以下のようになる。
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次の問い問～の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。３
　半径の円に内接する四角形において、対角線との交点をとする。

また、







、







、∠とする。

問　  であり、
    


である。

問　
  


である。

問　三角形の面積は

　　　　　　
  

  

　である。

問　三角形の面積は

　　　　　　
  

  

　である。

解説
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次の文章を読み、下の問い問～の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。４

ある感染症について、以下のような仮定のもとに感染者数を考察した。

　仮定：感染した人は回復することなく、ずっと感染したままである。

　仮定：はじめに人が感染した。この日を第日目とする。

　仮定：第日目は人も感染しなかった。

　仮定：を自然数として、第  日目に新たに感染する人は、第日目までの

　　　　全感染者数の倍である

問　第日目の全感染者数を  とする。このとき、漸化式

　　　　　　　           

　を満たす。

問　関係式

　　　　　　　          

　を満たすような、を求めると、

　　　　　　　    、 

　である。ただし、 とする。

問　を自然数とする。

　　　　　　　       、      

　とおくと、

　　　　　　　    、  


     

　である。

問　全感染者数が初めて万人を超えるのは第    日目である。

解説

問　仮定より、第  日目の全感染者数は、第  日までの全感染者数に、

　第日までの全感染者数の倍を足したものより
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